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幕末・維新の激動期、開国か攘夷か、討幕か佐幕かをめぐって国は大き
く分かれていた。榎本武揚は幕臣としての忠義を貫き、箱館戦争を戦い、
新政府軍に敗れたが、黒田清隆に助けられ、後には開拓使、さらには明
治の高官として、ロシアとの交渉にあたる等の活躍をした。
彼の視野には小さな派閥を超え、能力を国や社会のためにささげたいと
の大きな気持ちがあった。スケールの大きな「男の中の男」であった。
箱館を舞台に繰り広げられた幕末明治のロマンを地域の女性の目で書
き下ろしたものである。


